
































































































































































































































































































































































































































































































【分析 ：分析を行った日― 2006年 2月 3日～ 4日】
































【分析 ：分析を行った日― 2008年 8月 17日～ 25日】
海さん（男、タイ、27歳） 2006年 1月 13日（金曜日）：インタビュー 1回目
日時：海さんが通っている大学の近くにあるハンバーガー屋
（9：30～ 10：30）



































































































































































































































































































































































































7 早稲田大学オレゴン夏季日本語プログラムにおける「鴨川ワークショップ」（2007年 7月 23日
～ 26日）である。クラスのレベルは、学習期間で決められたレベルで、初級 2と 3のレベルに、

















厳密性（ ）、信頼性（ ）、妥当性（ ）、一般可能性（ ）、客
観性（ ）をあげ、質的研究では、それぞれに対応するもう一つの基準として、真実
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